
ン
グ
（
地
域
と
の
連
携
に
基
づ
く
教
育
）

は
、
地
域
を
「
学
問
の
道
場
」
と
捉
え
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
課
題
を
発
見
し
、

解
決
法
を
見
出
す
こ
と
に
挑
戦
す
る
と
い

う
実
践
的
な
学
び
の
手
法
で
す
。

　
「
地
域
に
は
、
一
つ
の
分
野
の
専
門
知

識
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

複
合
的
な
課
題
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
実
践
的
な
学
び
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
専
門
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
学
際
教
育
の
促
進
や
、
既
に
社

会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
、
難
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
力
の
醸
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
で
き
る
の
で
す
。
課
題
解
決
が
上
手

く
達
成
で
き
た
場
合
に
は
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
自
分
自
身

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
は
多
く
の
地
域
で
共

通
し
て
い
ま
す
。
周
南
で
の
学
び
は
他
の

地
域
や
他
の
国
で
も
応
用
が
可
能
で
す
」

（
髙
田
学
長
）

　

地
域
と
の
接
点
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
24
年
に
新
設
さ
れ

た
５
階
建
て
の
Ｓ
１
号
館
は
学
外
に
も
開

か
れ
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
が
地

域
住
民
と
気
軽
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
人
の
往

来
の
活
発
な
徳
山
駅
前
の
ま
ち
な
か
共
創

セ
ン
タ
ー
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

配
置
し
、
地
域
と
の
連
携
に
係
る
こ
と
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
付
け
る
な
ど
し
て
、

地
域
と
大
学
の
垣
根
を
低
く
し
て
い
ま
す
。

　

周
南
公
立
大
学
の
次
な
る
施
策
は
、
留

学
生
の
獲
得
と
社
会
人
の
学
び
の
直
し
で

す
。
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
主
に
ア
ジ
ア

髙
たか

田
た

隆
たかし

学長
広島大学教授、理事・副学長（社会
産学連携担当）、国際口腔顎顔面病理
学会会長、日本臨床口腔病理学会理
事長などを歴任。2019年に徳山大学
学長に着任し、2022年より周南公立
大学理事長・学長。

　周南公立大学は、公設民営大学の先駆けとして1971年
に設立された徳山大学を前身とします。約50年間に渡り
山口県東部地域の「知と地の拠点」という役割を果たして
きた徳山大学の精神を受け継ぎ、地域住民のウェルビーイ
ングを高め、豊かな生活を送ることができるまちづくりに
貢献する“日本一の地域貢献大学”をめざしています。
　2022年に公立の周南公立大学として新たに始動し、4
年目を迎えました。この間に、地域の課題解決に対応した
3学部5学科体制への改組や、開かれた新棟の建設など、
地域貢献という使命を明確にしながら、さまざまな取り組
みを実施しています。さらには、社会人を対象とした専門
職大学院の設置を構想したり、世界第4位の人口を持つイ
ンドネシアとの連携など、新たな施策も次々と打って出て
おり、まさにダイナミックな変化の最中にある大学と言え
ます。

地
域
で
学
び
、
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る

次
代
の
人
材
を
育
成
。
世
界
と
も
連
携
し
、

〝
日
本
一
の
地
域
貢
献
大
学
〟
を
目
指
す

周南公立大学
〒745-8566　山口県周南市学園台843-４-２　経営企画課広報室　TEL 0834-28-6880　https://www.shunan-u.ac.jp/

全
学
を
挙
げ
て
志
や
価
値
観
を
共
有
し
、

地
域
貢
献
の
使
命
を
果
た
す

　

周
南
公
立
大
学
の
前
身
で
あ
る
徳
山
大

学
は
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
１

年
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
を
地
域
の

持
続
的
発
展
と
価
値
創
造
の
た
め
の
「
成

長
エ
ン
ジ
ン
」
と
な
る
こ
と
、
ビ
ジ
ョ
ン

（
目
指
す
姿
）
を
、「
地
域
に
輝
く
大
学
」

と
な
る
こ
と
と
定
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け

継
ぎ
、
翌
年
に
公
立
大
学
と
し
て
新
た
に

開
学
し
た
周
南
公
立
大
学
は
、「
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
」
と
い
う

パ
ー
パ
ス
（
志
）
を
持
ち
、「
学
生
の
た
め

に
な
る
か
ど
う
か
、
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
バ
リ
ュ
ー
（
価
値

観
）
を
全
学
で
共
有
し
な
が
ら
、
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
貢
献
の
た
め
に
あ
る
大
学
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
公
立
化
を
機
に
よ
り

明
確
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
教
職
員
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
学
に
と
っ
て
一
番

大
切
な
存
在
で
あ
る
学
生
た
ち
に
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
、
思
い
を
共
有
し
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

と
髙
田
隆
学
長
は
語
り
ま
す
。

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
高
度
な
人
材

を
地
域
に
輩
出
し
ま
す
。
地
域
に
定
着
し

た
人
材
が
地
域
で
家
族
を
形
成
し
、
そ
の

子
ど
も
が
ま
た
こ
の
地
域
で
学
ぶ
と
い
う

よ
う
に
、
地
域
で
人
材
が
循
環
す
る
構
造

を
構
築
す
る
こ
と
が
地
方
創
生
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
構
造
の
中
で
、
自

治
体
や
企
業
、
教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る

の
が
本
学
の
役
割
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　

魅
力
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
た
め
に
、
24
年
度
に
は
学
部
・
学
科
の

改
組
を
実
施
し
ま
し
た
。
経
済
経
営
学
部
、

人
間
健
康
科
学
部
、
情
報
科
学
部
を
一
挙

に
設
置
し
、
人
間
健
康
科
学
部
の
中
に
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
、
看
護
学
科
、
福
祉

学
科
を
置
く
、
３
学
部
５
学
科
体
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。

　

人
口
減
や
少
子
高
齢
化
は
、
日
本
全
国

の
多
く
の
地
域
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
周
南
公
立

大
学
が
位
置
す
る
山
口
県
や
周
南
地
域
に

お
い
て
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
を
中
心
に

数
多
く
の
企
業
の
工
場
が
置
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
若
年
層
の
人
材
流
出
が
進
ん

で
お
り
、
企
業
側
は
雇
用
し
た
く
て
も
で

き
な
い
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
集
計
に
よ
る
と
、

山
口
県
の
25
年
３
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
４
７
倍
で
、
47
都
道
府
県
中
６
番
目

の
高
さ
で
し
た
。
深
刻
な
担
い
手
不
足
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
大
学
が
果
た
す
べ

き
役
割
が
あ
る
と
髙
田
学
長
は
言
い
ま
す
。

　
「
山
口
県
東
部
地
域
で
唯
一
の
４
年
制
大

学
と
し
て
、
ま
ず
は
地
域
の
人
材
の
受
け

皿
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
魅
力
あ
る
教

（1） 2040年に向けた高等教育の
グランドデザイン

　情報技術などの発展による「第４次産業革命」
や、本格的な人口減少社会の到来など、社会の
大きな変化が予想される中で、高等教育機関が
求められた役割を果たせるよう、概ね2040年頃
を見据えたこれからの時代の高等教育の将来構
想について文部科学省中央教育審議会が2018年
にとりまとめたもの。2040年とは、グランドデ
ザインが取りまとめられた2018年に誕生した子
どもが浪人・留年・休学などをせずに進級・進
学した場合に、大学を卒業する年度に相当する。

（2） 大学院（応用情報科学研究科）の
設置構想

　西日本の公立大学として初めてとなる情報系
専門職大学院を2026年（令和８年）４月に設置
する構想。最先端の情報技術を高度に身につけ、
地域や企業等のデジタルトランスフォーメー
ション（DX）やイノベーションをリードする
情報系高度専門職人材を育成することが狙い。
この取り組みは独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構による「令和７年度 大学・高専機能
強化支援事業」に採択されている。
注：�設置計画や研究科名称は予定であり、変更

となる可能性がある。

　
「
地
域
が
ど
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
る

か
を
知
る
た
め
、
１
０
０
社
を
超
え
る
事

業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
文
部
科
学
省
が
取
り
ま

と
め
た
『
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教
育

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
  （1）

』
も
参
考
に
し
な

が
ら
、Society5.0

の
到
来
、
人
生
１
０
０

年
時
代
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口
減
少
と

い
っ
た
様
々
な
社
会
の
変
化
を
想
定
し
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
で
地
域
課
題
の
解
決
に

資
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
体

制
を
整
備
し
て
い
ま
す
」（
髙
田
学
長
）

　

専
門
の
枠
を
超
え
た
学
び
と
し
て
、
経

済
経
営
学
と
人
間
健
康
科
学
が
重
な
る
健

康
経
営
学
、
人
間
健
康
科
学
と
情
報
科
学

が
重
な
る
医
療
情
報
学
、
情
報
科
学
と
経

済
経
営
学
が
重
な
る
経
営
情
報
学
な
ど
、

学
部
横
断
科
目
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。「
３
学
部
５
学
科
の
学
び
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

目
指
し
ま
す
」
と
髙
田
学
長
は
言
い
ま
す
。

　

専
門
以
外
の
科
目
に
目
を
向
け
る
と
、

「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
文
部
科
学
省
に
よ
っ

て
21
年
に
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
、
22
年
に

応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ｅ
Ｑ
（
心
の
知
能
指
数
）
教

育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
デ

ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム
シ
ン
キ

ン
グ
、
周
南
学
な
ど
、
多
種
多
様
な
総
合

教
養
教
育
科
目
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
は
学
問
の
道
場
」

地
域
を
実
践
的
な
学
び
の
場
と
し
て
活
用

　

地
域
貢
献
大
学
な
ら
で
は
の
学
び
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ
ー
ニ

開放感のあるコモンズ 学生の経営するカフェ「Tierra」

新しい教室とともに学生、教職員、地域の方々の交流を育む
ウェルビーイングスクエアを備えた新校舎が2024年春に完成

各
国
の
高
等
教
育
機
関
と
の
交
流
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
特
に
世
界
第
４
位
と
な
る

約
２
・
８
億
人
の
人
口
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
周
南
地
域
の
企
業

が
多
数
進
出
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
出
身
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
高
度
人
材

に
育
て
て
、
地
域
の
企
業
に
送
り
出
る
こ

と
で
新
た
な
人
材
の
循
環
構
造
を
生
み
出

し
ま
す
」
と
い
う
髙
田
学
長
の
ね
ら
い
か

ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
複
数
の
大
学
と
の

国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
の
学
び
直
し
で
は
、
26
年
に
専

門
職
大
学
院
と
し
て
、
情
報
科
学
研
究
科

の
設
置
を
構
想
中
で
す
  （2）

。

　
「
西
日
本
の
公
立
大
学
初
の
専
門
職
大

学
院
の
開
設
と
い
う
こ
と
で
、
申
請
段
階

か
ら
か
な
り
の
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
。

社
会
人
を
対
象
と
し
、
実
際
に
勤
め
て
い

る
組
織
の
課
題
解
決
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
研
究
成
果
を
地
域
に

還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙

田
学
長
）

　

地
域
貢
献
と
い
う
一
貫
し
た
目
的
達
成

に
向
け
て
、
新
た
な
施
策
を
次
々
と
打
ち

出
す
周
南
公
立
大
学
。
そ
の
成
長
著
し
い

姿
は
地
方
の
公
立
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、

全
国
か
ら
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

未来をつくる３つの学部と５つの学科
経
済
経
営
学
部

経済経営学科
Department of

Economics and Business
Management

経済学・経営学の知見とグローバルな視点から
地域社会の核を目指す。
経済学と経営学の基礎的・応用的な知見を学修し、さらに国際
的な視野と思考法を身につけます。幅広い知見と視野をもって
地域社会が直面する課題にアプローチし、持続的発展に貢献で
きる人材を育成します。

人
間
健
康
科
学
部

スポーツ
健康科学科
Department of

Health and Sport Sciences

スポーツで人々の交流を促進し
健康な地域づくりに寄与する。
スポーツおよび人々の健康・幸福の向上を目指すリーダーを育
成するため、講義・演習・実習を体系的に配置し、教育・研究
の成果を地域に還元することで、健康な地域づくりに貢献でき
る人材を育成します。

看護学科
Department of

Nursing

様々な健康状態にある人の　その人らしくより豊かに
生きる力を引きだし　未来の健康を創造する
複雑化・多様化する医療提供体制に対応する能力、地域の人びとや保
健医療機関と共に健康課題を解決していく能力を備え、病気や障がい
の有無にかかわらず、身体的・精神的・社会的側面から、その人らし
くより豊かに生きていく力を引きだすことができる人材を育成します。

福祉学科
Department of
Social Welfare

福祉課題を解決し
地域の安心を生み出す人材を育成する。
福祉課題の解決に向けて、ソーシャルワークを土台に子どもや
シニア、地域に関する学びを深め、人々の Well-being に寄与で
きる人材を育成します。

情
報
科
学
部

情報科学科
Department of

Information Science

地域産業を支える
情報科学のエキスパートに。
世界をリードし、社会を変えていく力を持つ ICT・データサイエ
ンス。科学技術の新たな発展に貢献できる学びと、実社会で必
要な情報科学の知識・技術を身につけます。

周南公立大学
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